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和田山町商工会 

これからの商店街地域活性化の方向性を探る 

―基礎調査報告書― 

 

第 1章 商店街等活性化方策の調査研究事業の概要 

 

     １．事業の概要１．事業の概要１．事業の概要１．事業の概要    

1）事業の目的 

次年度和田山町商工会は朝来市商工会として合併を予定している。現在

は駅前商店街・竹田商店街の 2商店街を擁しているが、ロードサイドの大

規模店舗の進出で衰退の一途を辿っており、空き店舗の増加や事業主の高

齢化など、集客力の乏しい地域に変化している。 

そこで、合併後も中心市街地となる駅前商店街を市内の他商店街活性化

のモデルケースとして、商店主・住民組織と共に今後の商店街の在り方検

討委員会を設置し、次年度以降行う事業の方向性を探ることを主眼に置い

た協議・調査研究を行う。 

 

       2）事業の対象 

本事業は、地域活力増進事業として、兵庫県商工会連合会が特に必要と

認めた商工会へ実施する助成事業である。 

 

       3）事業の内容 

当商工会管内には前述の駅前商店街・竹田商店街の 2 商店街があるが、

ここではより早急な対応が急がれる和田山商店街を特に調査の重点箇所と

考え、地元商業者代表・商工会青年部・商工会・外部専門家（調査コンサ

ルタント）等による検討委員会を設置し、駅前商店街等が賑わいを取り戻

し活性化すべき方向性を見出すために、現状調査（周辺地域内人口・ＪＲ

利用者数や、地域内店舗の業種・規模・分布等を悉皆調査）を実施、また

先進事例地を視察し、その調査報告書を作成する。 

また竹田商店街に於いては、和田山駅前商店街とは異質な文化を有する

ため、その独特のあるべき街の姿や方向性を探り今後の課題とする。 

 

4）事業のスケジュール 

 9月より実行委員会を立ち上げ、10月から準備委員会にて事業の内容を

協議し、更に 11月より毎月１回検討委員会を開催する。その間、11月に

は先進地視察、12月には地元住民を含めた「まち 
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づくり講演会及び意見交換会」を開催し、同時に地域内の商店悉皆調査を

実施、その結果をふまえ２月の検討委員会にて最終報告会を開催する。 

 

     

  ２．和田山駅前商店街２．和田山駅前商店街２．和田山駅前商店街２．和田山駅前商店街地域の概況地域の概況地域の概況地域の概況 

1） 地域内人口について 

旧和田山町内には、糸井小学校区、大蔵小学校区、枚田小学校区東河

小学校区、竹田小学校区の 5 つの校区があるが、このうち、駅周辺とみ

なす地区は、枚田小学校区内の和田山駅前、上町、京口、本町、新町、

駅北、及び大蔵小学校区内の寺谷、東谷区の 8 地区であり、前者地区内

には約 1900人、後者地区内には約 480人が居住する合計 2400人を数え

る人口の密集した地域である。 

しかしながら、2007年 3月末現在の「朝来市内行政区別人口・世帯数

の現状と高齢化率」 (*朝来市調べ) によると、和田山駅周辺といえる 8

地区のうち特に枚田小学校区内の駅周辺地区については、駅北地区を除

き 65 歳以上の高齢化率が 30％～35％と非常に高く、更に 55 歳以上に

あたっては 40～50％強を数え、50％を超えるいわゆる準限界集落が 2

地区も存在するという市内他地区にはない高齢化地域である。 

こうした地域内高齢化の進む中で、後述のように地元商店（特に生活

に密着した商店）は減少しており、徒歩圏で行ける買い物空間が必要と

されているのにもかかわらず、需要と供給のバランスが崩れているのが

現状である。   

                         *別紙参照 

 

       2）ＪＲ和田山駅乗降客数について 

ＪＲ和田山駅は、乗車客 813人を数え（Wikipedia2007年調べ）、周辺

の JR八鹿駅（702人）、JR江原駅（596人）と比べ、但馬地域では JR

豊岡駅（2254人）に次ぐ乗車客数を持つＪＲ駅であり、但馬の玄関口と

して駅前の持つ意味は大きいと思われる。しかしながら、同じ播但線の

特急停車駅である福崎駅（2260人）と比較して、その乗車客数は決して

多いとはいえない。旧町域の全人口を比較しても福崎町とほぼ同程度（約

2 万人）の町であるにも関わらずその利用者数に差があるのは、一つは

運転されている JR 列車の本数によるものとも考えられるが、この地域

の住民の移動手段としてはもっぱら自家用車が利用されることが多いか

らと推測される。このことからも、現時点での駅前商店街の求められる

姿はＪＲ利用客を始めとする広域型商店街としてではなく、むしろ、前
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項で述べたように地域内に 2400 人を有するという現実を踏まえた、駅

前周辺に居住する住民を対象とする日常生活に必需となる身近な近隣型

商店街であろうと思われる。 

 

 

        

  

   

 

                     JR各駅乗車数比較 （Wikipediaより抜粋） 
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朝来市内行政区別人口・世帯数の現状と高齢化率      
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*朝来市調査 

3）旧和田山町の商業力について 

旧和田山全町の持つ商業力について、兵庫県商業統計をベースにして周辺各

市町との商業力を比較する。旧和田山町は平成 17 年 4 月に朝来郡の 4 町が合

併し朝来市となったため、ここでは合併前の平成 14 年の県商業統計（旧町単

独データ）をもとに分析することとする。 

 

≪小売中心性の比較≫ 

旧町内における商店売上高の指標となる小売中心性を見てみる。 

小売中心性とは市町内の総販売額をその市町の人口総数にて除した値と県

平均との割合を指すが、その値が 100％を上回ると他地域からの消費流入が

なされていると読み取れる指数である。 

近隣市町の状況を以下に示すが、ここでもわかるように 100％を超えるの

は旧当町のほかは、旧八鹿町、姫路市、福崎町以外に見当たらない。 

旧和田山町の商業力 1 小売中心性 

     

小売中心性： 旧町内の総販売額/人口 を県平均と比較した値 

旧和田山町 110.16％ 

旧八鹿町  142.98％ 

福崎町   112.71％ 

姫路市   157.80％     
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≪施設密度≫ 

次に商店規模の状況を見てみると、以下のようになる。施設密度は町内店

舗施設の売り場面積の総計を当該市町の人口で除した値を県平均と比較し

て得られる。 

この指標については、旧和田山町は福崎町に続き 219.5％とずば抜けて大

きな値を示している。これは近年になって大規模店舗の出店が旧和田山町に

集中したためであると考えられるが、大型店の出店に際して旧当町の商業的

魅力が際立っていたことを裏付けている。 

近隣市町においては、福崎町・山崎町が同様な現象を生じており、反面、

旧八鹿町･姫路市においては従来から商業施設整備が整っていたことがわか

る。 

 

旧和田山町の商業力 2 施設密度 

  

 

施設密度： 旧町内の売り場面積/人口 を県平均と比較した値 

旧和田山町 219.5％ 

旧八鹿町  121.2％ 

福崎町   249.4％ 

姫路市   139.3％ 
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≪店舗密度≫ 

また、地域内の店舗数の状況を示す店舗密度においても、近隣市町の

中で旧八鹿町に続き県平均を大きく上回っている。ここで特記すべきは、

旧和田山町･旧八鹿町においては以前から商店街のそれぞれの商店がし

っかりしており、180％超と高い店舗密度を示し、本町においてはまだま

だ地域内に商店が分布していることである。これに比べ前述の福崎町に

おいては 136.6％と、施設密度トップの数値と比較して小さな値になって

いる。これは、町内の商業施設が極端に大きな売場を有する大型店舗に

て占められていることを如実に示す。 

 

旧和田山町の商業力 3 店舗密度      

 

店舗密度： 旧町内の商店数/人口 を県平均と比較した値 

旧和田山町 181.6％ 

旧八鹿町  185.0％ 

福崎町   136.6％ 

姫路市   131.5％ 
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第 2章 和田山駅前商店街の基礎調査 

１．地域内店舗の基礎調査の概要１．地域内店舗の基礎調査の概要１．地域内店舗の基礎調査の概要１．地域内店舗の基礎調査の概要    

駅前商店街等が賑わいを取り戻し活性化への方向性を見出すためには、まず

その対象地域内にある商店等の状況を把握することが必要である。そのため

の基礎調査として以下のような方法にて、対象地域内の悉皆調査を実施した。 

 

調査方法  基礎調査すべき項目を拾い上げ、チャックリストを作成し、それに基づき現

地を直接訪問し、個別にそれぞれの項目について確認する。 

野帳に基づき集計し、さまざまな角度より分析・確認し現況を把握する。 調

査に用いた調査票については、別紙に掲載する。 

調査に当たっては、地域を特徴的な傾向のありそうな下記の 3つのブロック

に分けることで、調査の効率化を図りかつその正確さを確保することを心が

けた。 

    □ 調査対象ブロック分けについて 

     1. Ａブロック：和田山駅前センター街    調査対象実数 51件 

     2. Ｂブロック：駅前商店街 西部エリア   調査対象実数 74件 

     3. Ｃブロック：駅前商店街 東部エリア   調査対象実数 80件              

□ 調査対象地域内の調査対象総数は、全２０５件であった。 

□ 調査実施時期     

実際の調査に当たっては、平日と休日の 2回に分けて行い、街区の曜日によ

る変動を確認することも試みた。 

第一期調査  平成 21年 12月 6日 （日） AM10:00～PM3:00 

第二期調査  平成 21年 12月 25日 (金)  AM10:00～PM3:00 

  調査表及び集計表は資料編に掲載するが、調査結果の概要については次項に示すとおり

である。 

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査エリア  
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店舗付住宅
16%

専用住宅
27%

共同住宅
4%

駐車場
18%

店舗
35%

店舗 店舗付住宅 専用住宅

共同住宅 駐車場

2222．調査結果の概要．調査結果の概要．調査結果の概要．調査結果の概要    

1） 店舗分布について 

地域内には、店舗と住居が混在しており、まずその実数について確認すると用途別の

分布状況は以下のとおりである。 

 

  

                

  

 

         

 

 

 

 

 

 

 

地域内には、駐車場が 36件（貸しガレージを含む）とかなりの数を占め、全体に対す

るその割合は１８％と高率となっている。 

そこで、店舗比率をより明確に判断するために駐車場の実数をのぞいた状態で店

舗：住居を比較すると下記のようになる。 

即ち、店舗（店舗付住宅を含む）総数は、

全体の６２％と店舗比率がほぼ2/3を占め

ている。この数字は、この地域が和田山地

区の中心市街地であり、商業立地であるこ

とを示していると言えよう。  

ただ、その優位な立地特性から考えると、

この数字はあながち高いとは言いがたい。 

逆に考えれば、中心市街地に専用住宅が３

３％と1/3を占めているのは、従来は商店

で あ っ た と こ ろ が 、                       

事業転換され専用住宅として活用されて

いることに起因していると言えそうであ

る。 

 

2）地域内店舗の業種別配置について 

用途別分布状況  

店舗 72 

店舗付住宅 32 

専用住宅 56 

共同住宅 9 

駐車場 36 

合計 205 

用途別分布状況

店舗
43%

専用住宅
33%

共同住宅
5%

店舗付住宅
19%

店舗 店舗付住宅

専用住宅 共同住宅
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業態別商店分布

物品小売
34%

サービス業
26%

事務所・その他
22%

飲食店
18%

物品小売 飲食店

サービス業 事務所・その他

次に、各店舗の業種別構成についてみてみると、その状況は以下のとおりとなってい

る。 

   

 

            

   

 

 

 

 

 

  

 

 

 

    

 

 

 

調査に当たっては以上の小分類を行って確認していったが、業態を整理して分類整

理すると以下のようである。 

このグラフから読み取れることは、物品

小売が多くを占めていることには変わり

ないが、その他の飲食･サービス・事務所

等の比率もかなり大きく、ほぼ 4 分割さ

れているともいえる傾向にあると言うこ

とである。 

こういった業態がほぼ同率で混在する

地域においては、その機能を効果的に発

揮するためには、それぞれの業態が集合

してゾーニングされていることが望まし

い。 

 

 

 

業種別商店分布  

食料品小売 8 

衣料品小売 6 

その他小売 21 

飲食店 19 

サービス業 23 

医院 4 

事務所 15 

その他 8 

合計 104 

業態別商店分布  

業種別商店分布
食料品小売

8%

衣料品小売
6%

その他小売
20%

飲食店
18%

サービス業
22%

医院
4%

事務所
14%

その他
8%

食料品小売 衣料品小売 その他小売

飲食店 サービス業 医院

事務所 その他
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物品小売の内訳

食料品小売
23%

衣料品小売
17%

その他小売
60%

食料品小売 衣料品小売
その他小売

空き店舗率

空き店舗数
24%

営業店舗数
76%

空き店舗数 営業店舗数

また、業種の分布を再度確認してみると、物品小売において

は、その他小売が６０％を占める結果となっている。 

現在の当該地域の商店街は、広域型商店街と言うよりも近隣

型商店街の性格が強くなってきている状況といえるが、店舗分

布から見ると食料品・衣料品といった生活必需品を扱う店舗以

外の店が過半を占めるという従来からの広域型商店街の様相

を今も残していると言える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

 

 

3）空き店舗の状況について 

調査対象区域内の空き店舗の状況を確認してみると次のような結果であった。104軒の店

舗総数に対し 25 件の空き店舗ということで、空き店舗率はなんと２４％とかなりの高率を

占めていた。４軒に１軒が空き店舗という状態である。この状況は商店街としての機能を今

後も確保していこうと考える上では何とか打開策を見つけて、その活力を見出し、商店街と

しての魅力を再生していく必要があると言える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

物品小売業 35 

飲食業 19 

サービス業 27 

事務所･その他 23 

合  計 104 

物品小売の内訳  

食料品小売 8 

衣料品小売 6 

その他小売 21 

合  計 35 

全店舗数 104 

空き店舗数 25 

営業店舗数 79 
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店舗間口の分布
４ｍ未満

1%

４以上７未満
23%

７以上10未満
31%

10ｍ以上
45%

４ｍ未満 ４以上７未満

７以上10未満 10ｍ以上

4）建物の構造規模（間口）について 

店舗規模を図るひとつの目安となる店舗間口をそれぞれの店舗において確

認してみた結果は、次表のようである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記のグラフが示すとおり、１０m を超える間口を持つ店舗が総数の４

５％となっており、７ｍ以上の間口の店舗を加えると実に７６％と総数の３

／４の店舗が占める結果となっている。これは、この地域の商業集積がこれ

までいかに活力を有し、しっかりとした店構えを行い、但馬の玄関口として

の地域商業のけん引役を担ってきたことがうかがえる。 

ただ、残念ながら現時点では前項で確認できたとおり、１／４の空き店舗

を有する事態となってきていることも事実である。 

 

店舗間口の分布  

４ｍ未満 1 

４以上７未満 24 

７以上 10 未満 32 

10ｍ以上 47 

合  計 104 
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駐車場保有率

店頭付近
に有
38%

店頭付近
に無
62%

店頭付近に有 店頭付近に無

5）地域内駐車場の状況について 

地方の商店には欠く事のできなくなった駐車場の保有状態を次に確認し

たが、実態は以下のとおりである。調査に当たっては、ヒアリングによる

調査が困難であったため、今回の調査では明らかにそれとわかる店頭付近

の駐車場の状況についてのみを確認した。 

従って、店舗から離れたところで所有されている駐車場については今回

調査では正確に把握できないこともあり含まれていないので、実数よりは

低い数字となって示されていることを考慮に入れて分析する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その実態を見ると店頭付近に駐車場を有する店舗は全体の３８％となっ

ており、１／３以上の店舗が店頭近くに駐車場を確保されていることがわ

かる。中心市街地の中央に位置するこの地域の商店にとってはこの数字は

かなりの高率といえ、苦労され、苦心しながら確保されていることがうか

がえる。 

なお、この駐車場の確保については地域内の空き店舗・空地の増加があ

る意味では一役かっていることが調査によってうかがえた。 

同時に、区域内にある駐車場の総数も参考のためにカウントしてみたが、

その総数は約３７０台と１０４軒の商店を含む住居に供する建物を含めた

総数２０５軒に対し約１５０％となっており、数字の上では、ある程度は

ニーズに対応されているように見受けられた。 

 

 

 

駐車場保有率  

店頭付近に有 77 

店頭付近に無 128 
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3333....    地域内における店舗分布の状況について地域内における店舗分布の状況について地域内における店舗分布の状況について地域内における店舗分布の状況について    

調査結果に基づき、各店舗の地域内での分布状況を確認していくこととする。 

 

1）住居と店舗との混在状況について 

  

 

 

店舗と住宅の分布の状況は、幹線沿いには店舗が連続しており地域内部にいくに従って住

宅が増えていくという状況が図から明確に見て取れる。この図で見る限り比較的、店舗と住

居の混在は少ないと思える。更に、以前は連続して立ち並んでいた商店街に、空き店舗が目

立ち始めている状況がはっきりとわかる。しかも、地域内部に空地・空家･空き店舗等が増

えてきている様子が伺える。 

 

以下、少し詳細にそれぞれの業種業態について確認していくこととする。 
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2）食品小売店舗の分布状況について 

   

日常生活に不可欠な食料品店の分布であるが、図から見て取れるように、絶対数が非常に

少ないことがわかる。しかも、この中でも生鮮食品を扱う店は限られており、この地域にお

いて日常生活における買い物過疎の状態が浮き彫りにされている。 

 

 

3）衣料品小売店舗の分布状況について 

   

衣料品店の分布であるが、従来より広域型商店街として機能してきたこの地域においては、
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その絶対数が比較的少ないように思える。今回の調査だけでは判断できないが、以前はたく

さんあったものの、現在は廃業され空き店舗と化しているのかもしれない。 

 

4）その他小売店の分布について 

   

食品・衣料品に比較して、地域内にはその他の小売店舗がたくさん分布しているのが目立

つ。生活必需品以外を扱うその他小売店舗が多くを占めることがこの地域の特徴と言える。

これは、過去に広域型商店街として発展を遂げてきた明確な証と言ってもよいと思われる。 

 

5）飲食店の分布状況について 
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食料品・衣料品を扱う店舗数に比較して、飲食店の絶対数は結構見受けられる。 

JR駅前という立地条件と市役所･県分庁舎と言った官公庁街という条件が重なり、そのニ

ーズに応える形で発展してきたことがその原因となっていると考えられる。 

 

6）医院・サービス業の分布状況について 
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医院･サービス業といった業種もこの地域にはかなりの数が分布している。この状況も、

やはり古くから広域型商店街としての役割を果たして来たことに由来するものと考えられ

る。 

7）事務所系･その他の分布状況について 

 

事務所系の建物は比較的少なく、しかも、この内にはライオンズクラブ、ロータリークラ

ブ、青年会議所といった各種団体事務所が含まれているため、純然たる事務所用途の建物は

半数程度となっている。このことは、この地域が元来オフィス街ではなく商店街であること
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を明確に示している。 

 

 

8）空き店舗･空地の分布状況について 

 

図から明らかなように軒を連ねた商店街が相当数空き店舗となり、その連続性を無くして

きていることがうかがえる。地域内部には取り壊されて更地となっているところも結構存在

する。 

 

 

 

 

4.4.4.4.    基礎調査による現況の考察基礎調査による現況の考察基礎調査による現況の考察基礎調査による現況の考察    

 

今回の基礎調査によって、以下の事柄が明確となってきた。 

即ち、JR 和田山駅前地区の商店街は、古くより但馬の玄関口としての機能を果たしつつ、

周辺地域に対する広域的な商業拠点としての役割を担う、という形で発展を遂げてきた。そ

の後、モータリゼーションの変化と消費者の購買形態の変動により、広域的な集客力が徐々

に弱まり、さらに周辺への大型店舗の出店の影響もあり、地域商業集積の集客力が衰退し広

域型商店街としての機能を果たせなくなってきた。 

しかしながら商店街は依然として広域型商店街の形態のままの姿をとどめており、店主の

高齢化の進行とともに、廃業しつつもその店舗を住まいとして再利用するといったケースも

生じてきている。 
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そのため、商店街としての街力はますます脆弱化するといった悪循環を繰り返す結果とな

ってきている。 

また、前述のように駅周辺は広域型商店街として発展したため、日常生活必需品を扱う店

舗は元来少なく、地域内に住まいする住民に対しては、「買い物過疎」といった不便を感じさ

せる状態となってきている。 

 

したがって駅前商店街に再び活気を呼び戻すためには、上記の現状をしっかりと認識し、

これまでのような周辺広域を対象とするサービス機能を果たしてきた広域型商店街から、地

域内に住まいする地元住民の快適な生活を支えるための身近な商業集積を目指す近隣型商店

街へと転換を図るべきと考える。 
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第 3章 これからの商店街地域活性化の方向性    

 

      和田山駅前商店街の基礎調査をもとに当商店街のあるべき方向性を探ってきたが、

当管内には歴史的景観地域に竹田商店街が並存する。 

 

      竹田商店街は別名「虎臥城」と呼ばれた山城「竹田城」の眼下にあり、伝統的な家

屋が立ち並ぶ城下町である。ＪＲ竹田駅を中心に円山川に沿って南北に細長く、大正

年間までは、旅館、料理屋、茶屋などの商店が軒を並べ、漆器や家具を業とする店も

多くあったと聞く。 

      町なかには、寺町通りを始め、えびす神社、こんぴら神社など歴史的景観を背景に、

虎臥城公園、あったかプラザなどの公的施設も点在し、城下町特有の鍵形道路や、土

塀、格子、緩やかに曲がった道路など今も静かな町並みが南北約 1ｋｍに渡り続いてい

る。 

こうした歴史的景観を背景にもつ竹田商店街も、現在では特産の家具店と、仏壇店

以外の店はほとんど見受けられなくなってしまったが、このまちの方向性を考えると

き、それは決して暗いわけではない。 

今後は行政とタイアップしながら、優しい風景を呈する町並みの景観という資源を

もとにこのまちの持つ独自性をアピールして、地域内住民のためだけでなく広域から

のファンを増やしていくことを目指す。そこに、活性化の方向性を探る糸口がありそ

うである。 

また、竹田城跡付近には都市農村交流施設「山城の郷」があるが、このたび市から

民間へと引き継がれたことを機会に、この施設と商店街との連携を図る必要性がある。

竹田商店街についてもその動向を見ながら、来年度以降引き続き、まちの方向性につ

いての調査研究が求められる。 

 

このように、今後は、和田山駅前商店街については近隣型商業への転換を図り、竹

田商店街は観光商業での可能性を探るという、2つの柱をもとに活性化の方向性を求め

ていく。 

         

      最後に、今回の大きな目的であった調査対象の和田山駅前商店街地域内において、

ほぼ同時期に駅前再生計画を訴える有志の会が結成され、すでに創刊から第 4 号とな

る広報紙が発行された。それは、まさに、この地域内での買い物過疎の状況を憂い、

まちの活性を願うものであるが、今後はこうした地域の声にも真剣に耳を傾けるため、

地域住民の意識調査や経営者アンケートを実施し、地域に求められるまちづくりマス

タープランを策定し、夢のある駅前の未来へと向かわれることを願う。 

 


